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リ ン パ 系造影法を応用 した
60Co 小線源腔内照射時 に

お け る骨盤 内 リ ン パ 節の 照射線量の 測定法 に 関す る研究

熊 本大 学 医学 部 産 科婦人科学 教室 （主 任　加 来道 隆 教授）

　　　　　　 鋤　 本　 　克 　 幸

概要　子 宮頚 癌 放射 糘 治 療，殊 に
fiOGo

小 線源 腔 内照 射 時 に お け る骨 盤 内 リ ソ バ 節 照 射線 量 の 測 定 に 関 し て

は ，Fletcher 他 多 く の 研 究を み る が ，そ の 殆 ん ど が direct　mesurement 　 ec よ る も の で あ る ，著 者 は 熊 本 大 学

医 学部 産 婦 人bl　ec入 院 し た 子 宮領癌患者20例 に つ い て リ ソ バ 系 造 影 及 び レ 線管球 移 動 法 に よ る 立 体撮影 を行 な

い ，リ ン パ 節 照 射線量 の 測定 を試 み ，以 下 の 結果 を得 た の で 報告す る．

　 1）
60Co

の 線 源 配 置，骨 盤 内 線 量 分 布， リ ソ パ 節 の 骨 盤 内 分布 等 を 検 討 し た 結 果，骨盤 内 リ ソ パ 節 の 主 な

contributor で あ る 腟 内 線 源 が 深 い 位 置 を と る に 従 い ，リ ソ パ

節線 量 は 増 大 し， 反 対 に 浅 い 位置を と る に 従 い

減 少 す．
る．こ の 傾向は ，総 腸 骨 節，外 腸 骨 節 に 著 し い ．

　 2）　腔 内線 源 が 左 右い ず れ か に 偏 位 ，転 位 ，偏 転 位 し た 場 合，B 点 及 び 骨盤 内 リ ソ パ 節 は 左 右 不 均 等 な 照 射

を うけ る ．殊 に ，内 腸 骨 節 ，外 腸 骨 節 の 影 響 が 大 で あ る ，

　 3）　腔内線 源 が 後 傾 すれ ば，リ ソ パ 節縁量 は 減少 す る．

　4）　B 点 線 量 に 対 す る リ ソ パ 節 線 量 比 は ，内 腸 骨 節 及 び 閉 鎖 節 の
一部 が 高 い 値 を 示 し た が ，一般 に 低 値 で あ

つ た ．殊 に ，総 腸 骨節，瓶 径上 節 は 低 値 を 示 し た ．

　5） 20例 に っ い て ，線 源 の 配 置 状 態 を 検 べ る と ，1 例 と し て，標 準 配 置状 態 に あ る も の は な か つ た ．

　6）　本 法 に つ い て は ，造 影 され た 全 て の リ ソ パ 節 に 対 す る
E°Co 小 線源 腟 内 照 射 時 の 線量 が 求 め ら れ ，線 源

の 配 置 方 式 と位 置 異 常 に よ る リ ソ バ 節線量 の 変動 を も，レ 線 フ ィ ル ム か ら直接 計 算 に よ つ て 求 め る こ と が 出 来

る ．従 つ て ，従 事者 の 放 射線被 曝 の 問 題 も解 決 出 来 る．

　 以 上 の 結 果 は ，従 来 の 諸 家 の 報 告 と ほ S
’
同 じ 傾 向 を 示 し て お り，骨 盤 内 リ ソ バ 系 造 影 法 と レ 線 管 球 移 動法 に

よ る 立 体 撮 影 は ，骨 盤 内 V ン パ 節照 射 線 量 の 測定に 充分応用 で きる 方法で あ る．

　　　　　 　　　　 緒 　　言

　今 日の 子宮頚癌放射線治療 は Tele　 6°Co 治療

や超高圧 X 線治療の発展に伴い
， 次第に 外部照射

の比重が増 しつ つ あるとは い え ， 原発巣及びそれ

に 近接 した 癌転移巣に 対 して は 主 と し て ，比較的

短時間で衝撃的に 大線量を与え る事 の で きる腔内

照射そ して 子宮旁組織 の 癌浸潤及び 骨盤内リ ン パ

節に対 し て は 外部照射が行 なわれて い る
15）．い ず

れに せ よ， 主眼は健常臓器を被護 しつ つ
， しか も

病巣に は最大 の 線量を 与え る こ とに あ り，両者の

“

かね あい
” 26）

に よ る照射が重要で ある ．特に 原

発巣及 び 子宮旁組織浸潤 と は 違 い ，骨盤内 リ ン パ

節腫脹は視診触診に よ る検索 も困難で あるばか り

か ， 転移頻度
2 °）29 ）

も期別 の 如何に 拘 らず比較的高

く， し か も頚癌術後の 予後は進行期 よ りも寧ろ リ

ン パ 節転移 の 有無に左右され る とい われ る程 で あ

る か ら ，
リ ソ パ 節廓清手術が行 なわれな い 放射線

治療に際 して は 尚さ らの こ と
，

リ ン パ 節の 転移巣

を絶滅さ せ る努力をす べ きだ と考え る 、い うまで

もな く，腔内照射の み で は骨盤内リ ン パ 節線量は

全 く不足 で ある ばか りか 線源支持体 で ある子宮 の

偏位 ， 転位又は 偏転位に よ り骨盤内等量曲線は 左

右非対称 とな り，又前後傾の度に よ り各 リン パ 節

照射線量 に も差を 生 じる こ とが 考慮 され る．足

達
2）

， 稲田
11 ）

は 線源の 位置異常 に よ り，症例に よ

つ て は
， 著しい 左 右差 を生 じ，線量不足側に 再

発 ， 死亡 例 の 多い こ とを指摘 して い る ．従 つ
’t腔

内照射に よる骨盤内 リン パ 節照射線量 の 問題は決

N 工工
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して 軽視すべ きも の で は な く， 必要か つ 充分 な

外部照射の 線量を決定する 為に も，
よ り正確な線

量 を測定す る こ とは 非常 に重要な事で ある．最近

間部
19）

は
6eCo

挿入後 の レ 線像か ら計測 し た線源

位置 と リ ン パ 節摘出部位に Dura −clip を装置 し，

立体撮影を行なつ て 得た リン パ 節の 位置を再び 模

型骨盤内に 復元 し て 線量 を求め る方法を発表 し た

が ， 著者は Fabian 　 and 　Benninghoff5 ）
の 如く，

リ ソ バ 系造影法を応用 し ， 小線源腔内照射時
6℃ ・

と リ ン パ 節 の 距離及び線量を レ 線 フ ィ ル ム か ら直

接計算し て 求め，線源位置異常 と線量 の 関係を検

討し た ．

　　　　　　　　　実験材料

　熊本大学医学部産婦人科に 入院 し た 子宮頚癌患

者20例を対象 とした ．症例 の 内訳 は 1期 9 例， 1

期 9例 ， 皿期 2 例で 照射術式 内訳は 第 1類13例，

第 2 類 7 例で ある ．当教室 の 照射術式 に つ い て

は ，すで に発表し て ある
2）16）．

　　　　　　　　　実験方法

　1．　 リ ン パ 系造影法

　Kinmonth エ6）
の直接的 リ ン パ 系造影法に よ つ た ．

造影剤は 38％油性造影剤 Lipiodol 　Ultra−Fluid ま

た は Popiodol を，特｝こ リ ン パ 系 の 着色に は Lip−

iodol　Ultra −Fluid　 chlorophill を 1 側 10cc宛使用

し た．撮影条件は ，60kVp ，100mA ， 1．Osec．，　FHD

100cmで ある ．注入 終了 直後 と24時間後に 各 々 前

後， 第 1 ，第 2 烈位撮影を行な うと ともに ，24時

間後の撮影 は 管球移動法 に よ る 立体撮影を行 な

い
，

r
手術例で は リ ン パ 節廓清に よ り Dura −clip を

装着 し，手術終了 直後に撮影 し，読影に 供 し た ，

　2 ．　 リ ン パ 節の 命名

　子宮癌委員会（昭和36年）
29）

の 決定に 従つ た が ，

内腸骨節に つ い て は 多少 の 検討を加え た ．

　3 ．　 リ ソ パ 節 の 位置決め

　造影され た リ ン パ 節蝶の 部位 と名称に 関 し て は

種 々 異論 の あると こ ろ で あるが ，著者は正 面豫，

第 1 及び第 2 斜位鑠 ， 諸家 の 研究成績
1 ）4 ）10 ）18）23 ）z5 ）

28）
を参考に し，更に次に 述 べ る よ うな種 々 の 検討

を行 なつ て ，読影基準を設けた ．

　 i ）着色 リン パ 系造影法 に よ る術中観察

　ii） リ ン パ 節廓清後 に Dura −clip を装着 した

レ 線豫 と リ ン パ 系造影法 の レ線像 との 比較 （写真

1 ， 2 ， 3 ）

　iii）摘出 り γ パ 節 の 病理組織学的所見 との 比

較，即 ち 造影剤の 注入 さ れ た リ ン パ 節に は ほ とん

どが Lymphadenitis の 像 ， ある い は 巨大細胞 の

出現などの リ ソ パ 節の 異物反応が認め られた ，

　iv）血管造影鱇 との 関係 か ら腹部大動脈分岐部

は第 4 腰椎 の ほ ぼ 中間，総腸骨節は第 4 腰椎中間

よ り仙骨岬の 高さ ま で
， 内外腸骨動脈分岐部は 仙

骨岬の やや下 方 に 位置して い る （写真 4 ）．内腸

骨節 は仙腸 関節 の 内側で 分界線仙骨部を境 として

上下 に 分布し，閉鎖節は大腿骨頭 の高さか らや や

上方 に わ た り，骨盤分界線 の 内側縁に 接 し ， 鼡径

上 節は 寛日上縁の 上方で 骨盤分界線腸骨部 の 外側

（動脈 の 外側 1．0〜1・5cm） に あ るも の と定め た ．

　4 ， 撮影法

　リ ン パ 系造影法を施行 し て 24時間後 ，

60Co
管

’

の か わ りに 長さ と直径の 全 く等 しい 模擬線源を用

い
， 教室で 行な つ て い る Manchester 変法に 従 い

，

タ ン デム とオ ボ イ ドを挿入 した ．次で 今村 12）1B）
の

発表 した レ線管球移動法に よ り立体撮影を行 なつ

た ．すな わ ち患者台上 に 鋼線を貼布し管球焦点か

らの 垂線の 足が こ の鋼線に 正 し く一致 し ， か つ 平

図 1　 立体 圭最影 と 影 像
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写 貞 1　　　リ　ソ ノ9 系造 景彡240寺間後 の 　P　ソ 　ノミ
節像

一
前後 像

写 真 2　 リ ソ
パ

節廓清 部 位 に

　　　　写 真 1 と 比 較 し た

Dura −clip を 装 着 し，

写 真 3　 斜位 像

」
9 真 4　 動 脈 撮 影

写 真 5 　 レ 線 管球 移動 法 に よ る 立 体撮 影 で と つ た

　　　　2 枚 の フ ィ ・レ ム をk 準線 が一致 す る よ う

　 　 　 繋 ぎ 合 わ せ る
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行に移動す る よ うに 管球支持台を調整する ．次に

患者を抑臥位に し ， 管球を 中心 点に 合わ せ て 第 1

回撮影を行な い
， 管球を頭側に 30c皿移動 し，か つ

尾側に 15℃傾斜 させ て 第 2 回撮影を行なつ た （図

1 ）． こ うして得た 2 枚の フ ィ ル ム を基準線が
一

直線に な る よ うに 爨 ぎ合わ せ る （写真 5）．

　 5． 計算法

　 i ） フ ィ ル ム の処理 （写真 5 ）

　 a ） 2 枚の フ ィ ル ム の 中心 点間 の 距離 （M ） を

計測す る ．b）同側同名の リ ン パ 節間の 距離 （N ）

を計測する ．c ） リ ン パ 節 中心 か ら基準線 に垂線

を下し ， その 長 さ （L ）を 計測す る ．d ）そ の 垂

線の 足 と中心点 ま で の 距離 （D ）を 計測 す る ．

e ）同じよ うに して ， 子宮内及び腟内線源 の N
，

L
，
D ．を計測する ．

　 ii）推定理論 （図 2 ）

図 2　管 球 移動 撮 影 法 　計 算法
”
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中心 点 （h ＝ 0 の 場合） 自体 の 偏差 Pe　＝ 2．258

が加 わる の で ，h ＝ 1c皿の 時の 真の 偏差 は P1− P
。

＝0．30とな る ．こ うして 得た 値よ り偏差 曲線を作

成す る ，

　 b ） リ ン パ 節及び
60CQ

か ら基準線及び中心点

まで の 真の 距離を求め る方法 （図 2B ）

　式 （3）に フ a ル ム 上 で 求めた計測 値L
，
D

， と a ）

で 求めた高 さ （h ） の 値を代入すれば 目的物か ら

基準線まで の距離 （り ， 中心点ま で の 距離 （d ）

が求め られ る ．

　 c ）立体座標に お ける考察 （図 3 ）

Y

図 3　 立体座標

岬
乙

X

　 a ） リ ン パ 節及 び 線源 の 高 さを 求 め る 方法

（A ）．管球 をTlか らT2 へ 移動 し， 2 回撮影する と

目的物の 高さ に 応 じて 偏差 も変動す る ．偏差 P は

1）式か ら ・ 一 諤
h

（吉器 ，した ・・つ て ・− 1 ・m

の 時の 偏差 PL　・ ・
’
‘ 2．608とな る．こ の よ うに し て 種

々 の 高さ に 応 じた偏差を求め て おけば ， 逆に フ ィ

ル ム 上 で 求め た偏差 （写真 5 の N − M ）か ら高さ

を知 る こ とがで きる ．し か し，すで に 患者台上の

　a ）b） で得た 基準線及 び中心 点か ら 諸径線両端

に 至 る座慓を ， さら に ピ タ ゴ ラ ス の 定理 で 計算し

て 径線 の 長 さ （
e°C ・ 管か ら各 リ ソ パ 節問の距離）

を求め る の で あ る が ， 径線の 両端 A （
60Co

）， B （リ

ソ パ 節） の 座標を各 々 （XA ，　YA ，
　ZA ），（XB ，　 YB ，

ZB） AB の 投影点を At
，　B ’

とすれ ば ，

　　A ！B ’

　一・V（XA − XB ）
2
十 （YA

− YB ）
2

，

従 つ て 求め る真 の 長 さ

　　 AB ＝　（A
’B ノ

）
2
十（ZA − ZB ）

2

　．噛．AB ＝＝4（XA − XB ）
2
十 （YA − YB ）

2
十（ZA＿ZB）2

とな る ．なお 」は X 軸の値 ，
d は Y 軸の 値，　 hは Z

軸の値 で ある ．

　6． 腔内照射術式

　 i）線源配置方式

　教室に お ける従来 の 照射術式に 従 つ た ．尚現在

は Afterloading法 26）
を採用 して い る ，

　ii）線源固定の確実性
2）

　小線源腔 内照射療法は 長時問連続照射で ある の

で ，線源 の 固定が重要 な役割を占め て い る ．そ こ
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で本線源支持器及び TAO 式線源支持器 を用 い た

頚癌 7 例に つ い て
， 照射開始及び終了時 の レ 線像

と腟口 よ り現われた支持器 の 外端の 状態で線源 の

滑脱回転を調査す る
一

方 ， 直腸の 最大被曝線量率

の 変化を線量率計で実測 し た が
， 肉眼的セこ は 著し

い 滑脱回転を思わ せ る もの は 1例 もな く，直腸 の

最大被曝線量 の変化は 増減率で ほ ぼ ± 17％で あつ

た （表 1）．

表 1　 照 射中の 直腸 最 大 被曝線 量 の 変化

症 例
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期 別
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十21
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　 iii）等量曲線の 作製
17）

　水 フ ァ ン トーム 中で 10mc と20mc 線源の 各 々

に つ い て 線量分布を測定 した ．実験時 trこは 10mc

線源 の 力価は 10．6mc で あつ たが， 20mc 線源は

19．2mc に 減衰して い た ．線量 測定 に 用い た線量

計は Curtis　Nuclear　Corporation製 Scintillation

型 Roentgen　 Probitron　 Medel −RR 　400であ る．

測定 の 度 に 10  の Radium （有効長 L5cm ，　 Pt

濾過 0．5  ）を用い て 線量計の 示度の 正確な こ と

を確認 した ．こ の よ うに して得た等量 曲線を もと

に し て 線量を計算 した ．

　7， 腔内線源配置異常の 計算

　 i）前後傾 ；子宮内線源の 上端 と下端を結ぶ 線

と．腟内線源 の 中心 を通 る横断面との なす角度 と

し た
19），

　ii）偏位 ；第 1 回撮影 の フ a ル ム を用い て ， 子

宮内線源の 上端と下端を結ぶ線と骨盤正 中線とを

表 2　線源 配 置 状 態 及 び 各 部 位 の 照 射 線量

　　　　　 1 類 （108．2mc）

症 例

前 ・
後 傾

（度）
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前 21
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結ぶ角度を直接分度器 を用 い て 計測 し た ．

　 iii）転位 ；腔内線源下端及び腟内線源中心 の 骨

盤正 中線 よ りの 転位を計算 し た ，

　　　　　　　　　実験 成績

　 L 　線源位置変化 の 頻度

　子宮 の 解剖学的個人差，子宮頚部，旁組織，腟

等 へ の 癌浸潤の 程度，炎症 の 有無及び腟 の 広狭等

に よ り線源 の位置は 変化する ．20例に つ い て 線源

の 挿入位置の 実態を 検べ る と
，

1 例 も標準配置状

態に あ る も の は な く，予 想以上に 甚しい 位置異常

を示す もの が多か つ た ．

　 i）前後傾 ；13例 （65％）が 30 °

以 内で あ っ た

が ，
7 例 （35％o ） は それ 以上 で

， 最高は 前傾61
°

，

後傾71
°

で あつ た ．

　 ii）偏位 ； 4 例 （20％）が偏位な く，他は 左 右

い ずれ か に傾 き，
1例が最高80 °

（左方）を 示 し た ．

　iii）転位 ；子宮内線源 の 転位は 1cm 以内が 12例

（60％）， 転位 の な い もの 1例 （5 ％）で 最高は 右

方 1．7cm，左方 1．9c皿で あっ た ．腟内線源 の 転位

は ほ とん どす べ て が軽度 にす ぎな か つ た ．

　iv）腟内線源閙距離 ； 最長 は 4 ．5cm
， 最短 は

2・Ocm で ，平均tX3 ，58cm で あ っ た ．

　 V ）外子宮 口 の位置 ；恥骨結合上 縁 か ら の 距

離 ， 最高 7．6cm
， 最低 2．Ocm

， 平均 5．2cmで あつ

た ．

　2． 骨盤内 リ ン パ 節及び B 点 の 照 剔線量

　以上 の 結果か ら ， 症例 に よ り骨盤内等量 曲線は

左右非対称的 と な り，
リ ン パ 節及び B 点線量 に 差

を生 じる こ とが予想され る ．そ こ で 実験で 得た第

1類 13例，第 2類 7 例に つ ぎ線量分布の実態を調

ぺ （表 2 ， 3 に線源配置状態 と線量 との 関係を示

し た ）， さらに線源が標準配置状態に あ る 場合 の

線量 と 比 較検討 した （表 4
，

5 ）．な お 標準配置

　 表 4　 慓 準 配 苣 状 態 に お け る 各 部位 の 照 射 線 量 と

　 　 　 の 比 較

霑
糎．

　 応

r

　　 「釦
　 　 　 　 　 を嵳

　　 　 左

傾

（嵐τ．r尸

1
一

1〔r／h’
1

〔r／h｝1

．

阿驟纛隰
一

　 　 　 　 　 齢
　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　 ．
〔r／h〕〔r！h）1「／h〕〔r／h

獄 径 1

捌
1

鬯
［．・ 前 49 羅

＋ 2 ＋ 7 ＋ 24 ＋ 15 ＋ 1
● ■ 仁

州 9　旧｛
− 7 十 5　十 6　十 7 十 1 − 5

前21
石

一5
一丁L一8 †．5 † 4 † 8 − 3

　2．
■ ● 左

一6 一IO「 6 − 16 −
　

− 3
　

石 ．− 3 一15i− 16 − 21 ．一　 一2摩
● ●

後 ［7
左 十 1．一 刊 0 一

凵 F
圃」1」
〔
− 3

一ゴー一
］

右

　．
− 8 一12一凵

一15一6 一12

　3

　4P
−．．．ト」L5 ，

前58
．一一 左

右

一5．．．一・．6 十 6 一4
． 1

醜 目
幽

十lo
− 5F ’ 一6 0 司 o

o ● 左 ＋ 5 一7 一8 一ト2 十 3 ＋ 2

前 30
石 ＋ 6 十 9i

．．目
＋ 1 刊 6 十【4 十 36

　

　　
7

●」● 左 一4 十 2 ．0 判 2 十 4

前28
右 ＋ 18

　　トー71− IOo1 十 2
・．．
O

．
5
→

． 左
一81 − 6 一4 一日 ．− 1 一5

8 右
一7
干i7P

’
十 1　冖

一2 十 4 一1 一6：

前 6 嵯
目

●
＋ 16 十161十50 十 17　 0

i
石

一5 一90 O　．− IO
前 47

● ● 左 十 i 一2 一2 一8 一2　− 4
　9
一

　　　↑

10L
石 十 【

一IQ 一1了一16
前 15

■， 左
一6 一9 刊 2 一

目
≡

鰻1 右
一9 一8　　一

一
　 廴Il 前24

● ．● 一7 十li 十 9　 圃レ．」　＿一

12
　．一、一」

訂 50

左

左

　 ．十 7
看莞

』
匡 6一．．冨

　
亠一一．

　 十 4 ．
十 3

：弖一
十 3
十2i
干lo

一13
δ
一

　一一．雫．一广
＋凵　　．ド广
十冂

田 夐
一
ト8　一

8 　　0 十 15十 5
　 ｝

右 一8　 ．一尸．了
一il一19一7 一7 ．Il3

一
．後 39

』 ＿＿ 曇 ＋ 5 一8 一8　ヒ．．＋ 4−一一．．辻 1多．…

表 5　 2類

表 3 　 2類 （68．2mc ）

1症例
1

2

3

4

5

6

赴
左

亙
左

右一＿トー　21・4
左　　22．6
右 　　 43．2

一

左　　56「σ
一『

右　　 23．7
左 　　　29．2

7

右 　 130 ．0
左

ゴ
1
−
2
“
」．tt

’『．一

嵳
．F黔

総開 節 鱗 1驪 騨 節 糲
　　　　　　　 81．8．

．
78．8　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 39．4　 　 　 　 42．4　 27．2

　 　 　 　 　 　 　 103．6　ユ00．0　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 60．7　 32．1　 　 　 　 78．6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ 7：2

．
　 　 　 　 　 　 　 113．9　　97．2　 50．0　 　 　 　 69．4 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 36，7　 　 　 　 　 　 　 86．7　　86，7　 　 　 　 56，7　 ／
　 　 　 　 　 　 　 1工0．7　100．0　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 46，4　 　 　 　 42．9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 38．7　 　 　 　 　 　 　 83．9　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 90，3　 　 　 　 58．1
　 　　 　　 　　　 　　 　　

−
3亨τ8　 　　 　 59：5　 　 　 　 　 　 　 100．0　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 83，8

　 　　 　　 　　 96．0　 　　 　　 　　　 　 104，σ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 32．0　 　 　 　 72．0
　　　　　　　　　「「而 1−66rJ7

’
　　　　　　 Jgl，7　 　 　 　 71．1
　 　 　 　 70．8　　　　　　　L！ヱ！L5
　 　 　 　 　 　 　 　 　 104，2　58．3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 80．D　46．7　 　 　 　 　 　 　 70．0　 　 　 　 46．7
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 88．1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 45 ．2　 　 　 　 57．1　 　 　 　 　 　 　 92．9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 70，0　 　 　 　 60．0　　100．0　 　 　 　 　 　 　 　 　 110 ．0
　 　 　 　 　 　 　 　 　

−
1
’
i5
’
Jl　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 72．7　　　　 69・7　 ／ ．

『一

右

認韆
　左

1
〔度）

B 戸、

〔r ／h）

　 一
総 膃

骨 節

〔r／hl

外豌 腸

胃 節

（r〆h〕

骨 節

r／h）

開　鼠 径
鎖

鰤　 ⊥ 節
　　1

（r／h）〔r／II〕

症

例

【

25

右
一

【
一2 一5 一4 一2 旨

一41
● ● 一．L．．

一2 十 3 一2 十 1 一2奎
ね

一
夐

十 2
一
十 7 ・

← 6 十 lo＋ 8o
．

前 17
　−．．

前 17

後 50

o9
一2 一5 一i 一6一目

マ

　 ：

左 一 4

寧
．1

一
一5
− 4r

− 7
− 【

　0
− 5

十 1
十 1

一4　7−− 5● ●一
141 為 ＋ 3 ＋ 5 十 3 十 6 十 4 一5

後 71
一．r ● o 左

一9 十 5 一17 一
ロ

ー9
右 十 42 ＋ 8 ＋ 5 十 15・＋ 7

前 14
● 左 一14 一・4 一2 一10 　− 55

一

6 石
一4 一2 一5 一ゆ 3i− 3

前 45
■ ● 左 十 8 一

【 十 5 十 8 〒IO ＋ 2
「

i7
石

一4 十 1 一 i 一1 十 6 ．十 4
後 27

L ● ● 左
一1 一24 ．Ill 十 7． ．」

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

昭 和 43年 10 月 1 日 鋤　本 1357− 107

は
， 子宮内線源は 骨盤正中線上 で腟内線源 の 中心

を通 る横断面 と同一
平面上に あ り， 腟内線源は 正

中線 に対 して 左右対称の位置にあつ て
， 腟 内線源

間距離は 4 ．Ocm，子宮内線源 の 下端と左右の 腟内

線源 の 中間を結ぶ線まで の距離は 1．OCInと し，外

子宮 口 の 位置は恥骨結合上縁 よ り頭側 へ 5．2cmの

部位 と し た ．表 6）に標準配置状態に お ける リン パ

表 6　標 準 配 置状 態 に お け る 各 部 位 の 照 射線

　 　 量 及 び B 点 に 対 す る 割 合

部　 位

総 腸 骨 節

外 腸 骨節

　 　 1

，照 射 線 量

　（r！h）

　 1932

内腸骨節　　48

閉 鎖 節
L

　 40

嵐 径 」一節　　24

　 類　　　　　2　　　 類

欝二廉平響
　 37．3　 　 　　 　 1］　　　 32τ

「

　　　　　 19　　 55．げ
一

　 62，7

　 94．1　 　 　 　 　 31　 　 　 　 　 　 　 　 　 91．2

　 78．6　 　 　 　 　 27　 　 　 　 　 　 　 　 　 79．4

　 47．1　　　　17　 　 　 　 　 　 　 　 　 50．0

3　　点　 51 34

節線量 と B 点線量お よ び B 点に対す る割 合を示 し

た ．

　
i ）一般に 腔内及び腟内線源が 恥骨結 合上 縁を

原点 と し て ，それ よ り頭 側へ 比較的高い 位置に あ
つ た もの は照射線量 も総体的に 多 く （1類 の 症例
1

，
6 ， 2 ），反対 に 比較的低 い 位置に あつ た も

の は照射線量 も総体的に少 な くな る傾向を示 し た

　（1類 の症例 3 ， 7 ，10
，

2 類の 症例 3 ），

　 ii）ほ とん ど症例 に お い て
，

リ ン パ 節線量は B

点線量に 応 じて 増減 して い る が
， 必 らず し も相応

しな い もの もある （1類 の 症例 1左， 4 左， 6
左 ， 7 右）．

　iii）主 と し て 腔 内線源 の 偏位 ， 転位又は偏転位

に よ り，
リ ン パ 節線量 に 著 し い左右差を示 した も

の が 多 か つ た （1 類 の 症例 1 ． 内腸骨節 ， 閉鎖

節 ， 症例 6 ．閉鎖節，症例 8 ．全 リ ン パ 節，症例
1エ・内腸骨餓 閉鎖節 鼡径上 餓 症例12．外腸

骨節 ， 症例 ユ3 ，内腸骨節，閉鎖節 ， 鼡径上節， 2

類 の 症例 1 ，外腸骨 餓 症例 2 ．外腸骨節，内腸

骨節 ， 閉鎖節，症例 4 ，内腸骨節 ， 症例5．総腸骨

節以外 の リ ソ パ 節， 症例 6 ．外腸骨節 ， 内腸骨

節 ， 閉鎖節） こ の場合， 1類 の 症例 2
，

2 類 の 症

例 2 の よ うに腔内線源が左側へ 転位 し て も， 右側
へ の 偏位が強 い 場 合は 偏位側 の リ ン パ 節線量 が増

加 し， 1類の 症例 8 の よ うに 偏位，転位が 同側 の

場合は そ の 側 の リン パ 節線量は 著し く増加 し，対

側は減少する ．また 偏転位が 同側の 場合で も前傾
が非常1，こ 強い 場 合や ， 1 類 の 症例 13， 2 類 の 症例

4 の よ うに 後傾の 場合は それ ほ ど増加e ず減少 の

傾向に あ る ．

　iv） B 点線量 も主 と し て 膣内お よび腟 内線源の

転位に よ つ て 著し い 左右差を生 じた （1類の 症例

1 ， 4
，

7
， 8 ， 2類 の症例 4 ， 5 ， 6 ）．

　 v ）次に B 点線量 に 対す る各 リ ン パ 節線量比を

求め る と， 1類の 症例 1， 6 ， 8
，

12の 左右内腸

骨節 と症例 12の 左右閉鎖節が 102．8〜 127．6％ ，

2 類 の 症例 1， 5 の 左 ， 症例 2
， 3

，
4 の 右内腸

骨節と症例 6 の 左右閉鎖節が 103．6〜 117 ．5％ と

高 く，症例 1．4 の 左，症例 3 の 右閉鎖節 と症例 6
の 右内腸骨節が 100％ と B 点線量 と等 し い が

， そ の

他は 何れ もB 点綜量 よ り少 な く，こ と に 1類 の 症

　　 表 7　 B 点 線 量 に 対 す る 各 リ ソ パ 節 の 百 分率

　　　　　　　 1 類 （108．2mc ）

症 例 　 綿倒 嬲   閉 鰤 膿
　　1　　右　　　　　　　30．0　　　75．7　1102．8　　　　　　　　　　　　　　　互 ヱ．L亟 工
　 　 　 　 左　 　 　 　 　 　 　 54．5 　　86．4　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 125．0　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 93，2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 43．2
　　　

一
看

一
　 　 　 　 　 　 　 ユ9．6　　66．1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 92．9　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 85．7　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 37．5
　 　 2
　 　　 　 左 　　

厄
　 11．1　　57．8　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 T6「7厂　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 71．1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 68．9

　　・

一

耋
一

薯 1霧 ・
萼

・311
：1蘯：1

・ ÷ ll：諺 1野
・711

：l　l；ll
　 　　 　 右　　　／　　　　　　　　　　56・5　 ／　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 87．0　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 30．4
　　5　　左　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 てσ辺

一
　 　 　 　 　 　 　 12．5　 　　 　 　 　 　　 　 　 53．6　　89．3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 76．8

　　・ 妻
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　齎　 　 　 　 　 　 　 49．1　　　　　　　　　 ＿巨ヱ三≦〜＿1　工12．3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 47．4
　　　　　　　　　　68，1　1127．6
　　　　。 揚 31．969 ．6916193 壬、　 　7
　 　　

．
左　 　　 　 　 　 　30．2　　65．1　

．
　86．0　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　90．7　44．3

　・ 妻
　 　 　 　 　 　 45．4　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 68．2　　118．1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 88．6　40，9
　 　　 　 　 　 　　 　 齎　　　　　　　　　　　　 禰　 　 　 　 　 　 　51．5　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 83．8　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 35．3
　　　　 右　　　　21．7　　69．6　　／　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 軛　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 87．0
　 9　　左　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　

　
禰　 　 　 　 　 　 32．7　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 57．7　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 73．1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 38．5

　 　 　 　 右　 　 　 　 　 　 17．3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 28．8　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 61．5　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 69．2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 38．5
− ！

O
＿ 左 　22．2 “ ．482 ．2　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　蕭　　　　　　　　　　　　　　　　　 石 9

一’

　 　　 　 右　 　 　 　 　 　 26．2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 64．3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 83．3　 81．0　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 45．2
　 11
　 　 　 　 左　 　 　 　 　 　 20．7　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 60．3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 82．1　　87．9　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 56．9
　 　 　 　 右　 　 　 　 　 　 46．3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 98．1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 109．3　103．7　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 59．3
　 12
　 　 　 　 左　 　 　 　 　 　 40．O　　　　　　　　　　　　　　　　　 T2T77　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 107曾3　100．0　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 72．7
　　　　右　　　／　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 48．8　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 67，3　　76．7　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 39．5
　 13
　 　　 　 左 　　　／　 　 　 　 　 　 　 　 　 42．9　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 89。3　　78．6　66．6
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表 8　 2 類 （68．2mc ）

陣
2

3

　 　 　 　　　　　　　　　　 　

前 ・翻 偏 位 L璽 位 ゆ ）

（度） （度 ）
・・ nd ・ m1

廼
・・d

前 17

前 17

後30
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　 6
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−
1
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左 13i 右 0・2
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前 14 0
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左
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　 右
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一
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一凵一
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薀
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　　　　？
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翌 工
　 42　　 10
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621362

一
7342
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．

171424
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例 2 左総腸骨節は僅 か 11 ．1％， 症例 3 右総腸骨節

12．5％ に しか すぎな い （表 7 ，
8 ）． こ の よ うに B

点線量 に比 しリ ン パ 節線量が一般 に少な い の は ，

解剖学的位置関係か らも明 らか で ある が， レ 線像

か らみた場合 ， 正面像で は リ ソ パ 節は骨盤壁に 相

接 し，線源 と同
二平面に ある如 くみ え るが ， 側面

像で は ，
リ ソ パ 節は ほ とん ど線源 よ り高 い 位置 に

あ り， しか も， 線源か らの 距離も B 点 よ り大で あ

る の で （表 9 ），特 に総腸骨節 ， 鼡径上 節は少な い 傾

表 　 9

　 外 子 宮 口 上 2   の タ ソ デ ム

1　 か ら の 距 離 （C皿 ）

部 　位 1範 囲 1 平 　 均

総 腸 骨 節

外腸 骨 節

内 腸 骨節

閉 鎖 節

鼡 径 上 節

B 　 　 点

16
．6〜10．9

4．8〜 8．6

4．1〜 7，4

5，3〜 7．2

7，1〜 9．4

8 ．56

．75

．46
．18

．45

．0

向を示 し た もの と思わ れ る ．20例に つ い て の B 点

に 対す る比率の 平均値は 1類で 総腸骨節30％ ， 外

腸骨節 50．4％ ， 内腸骨節90．8％，閉鎖節74 ，0％，

鼡径上節35．4％ ，
2 類で は総腸骨節32．5％ ， 外腸

骨節60．6％ ， 内腸骨節95．3％ ，閉鎖節 95．0％鼡径

上節48，6％で 2 類が 1 類に 比 しやや高 く，特に 内

腸骨節 ， 閉鎖節は 等 し くB 点 と近似 の 線量が照射

さ才して い る ，

　　　　　　　 考案並 びに総括

　近年 ， 小線源腔内照射法 と外照射法 の 併用 に

対す る批判的観察 が 行 なわれ る よ うに な つ た ．

Frischbier9） 等 は子宮 の 体軸 よ りの動 きに よ り線

量 の 過不足を生 じ る他 ，

’
両照 射の 交叉 部に 線量 の

山が で ぎ，
こ れは 尿管 の 所 に 限局す る と し て Ra

を減 らす か Tele　 60Co
の み に すべ ぎ で ある とい

つ て い る が，頚癌 の 治癒 に 主役を演 じて い るの は

腔内照射で ，こ れを除 外した放射線治療 は 困難で

ある と思われ る ．すで に腔内照射法お よ び こ れ と

外照射法との か ね あい に関 し て も，先人 の す ぐれ

た 多数の 業績が あ る．Tod 　 and 　 Meredith27 ）は 腫

瘍線量 の 指標 として 表わ され る A 点及び骨盤壁 あ

る い は その 領域 リ ソ パ 節に近似 した 線量 とみ な さ

れ る B 点を設け，今 口の 放射線治療 の 基礎を つ く

つ た が， こ の B 点も実際に は 大部分 の リ ン パ 節よ

り低位置に あ り，しか も線源の 位置異常が以外 に

多 い 為 B 点及 び骨盤内 リ ン パ 節線量に著 し い 左右

差を生 じ る他，特に 上位骨盤 リ ソ パ 節に 著 し い 線

量不足 を生 じ るなど， 充分に考慮しな けれ ぽな ら

な い 問題があ る
e）21）z2）．従 つ て リ ソ パ 節転移 に 対

す る治療の 主体をなす外照射法 も原発巣の 治療に

腔内照射法を行な う以上 ，
こ の よ うな 問題を考 え

ず して は 完全な治療法 とは な り得ず，当然線量 の
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過不足が生 じ，健常臓器 の 障害に よ る重篤な合併

症 や リ ソ パ 節転移に対す る不 完全治癒等の結果を

生む こ とが予想 され る ，こ の よ うな観点に基づ ぎ，

腔内照射 に お け る 各部位 の 照射線量 の 正確 な測定

が必要とな つ て きた． Kottmeier18），　 Fletcher6）7）
・

Walstam28 ）

間部19）
等は Ra あるい は

60Co
を挿入

し た ま ま リ ン パ 節廓清を行な い ，同時に 個 々 の リ

ン パ 節線量を線量 計で 測定し ， さ らに線源の 位置

変化 に よる影響を も実測に よつ て 求め たが ， 測定

の 際の リ ン パ 節に 対す る線量計の 位置，麻酔，筋

弛緩剤の 使用に 加え て 術中骨盤高位に よ る線源 の

移動及 び 当事者 の 長時間 に わ た る被曝等 の 聞題を

残 して い る ．さ らに 間部は ， 緒宮に 述べ た方法に

よ り， 骨盤内リ ン パ 節線量 を測定し た が ，
こ れ も

解剖 学的個人差 の 問題があ つ て ，自ず とそ の 方法

に は 限界が あ り， また復元す る まで の 課程や誤差

等に つ い て もなお 改善の 余地があ る もの と思われ

る ．最近 ，
Fabian　and 　 Benning 　hoff5）は リン パ 系

造影法 を施行 した後に 腔内照射を行な い ．投影法

の 原理 に ょっ て ，
Ra とリン パ 節の 距離を計算す

る方法を発表 し た ，著者 も リ ン パ 系造影法を応用

す る と と もに
， 今村の発表 した レ 線管球移動法 に

よ り立体撮影を して ，
6DCo

と リ ソ パ 節聞 の 距離

及び相対的位置関係を 求 め ，
6°C ・ の 等量曲線を

基 に線量 を計算 した 。本法は 1） 大部分 の骨盤内

リ ン パ 節を造影す る と ともに リン パ 節転移 の 検索

も可能で あ る ．2） 個 々 の 症例 に っ い て 正確か つ

詳細な線量計算が可能で ある ，3） 誤差が少な い

（す で に 今村が発表）．4） 比較的簡単 で ある ．5）

机上 で 線源の 色 々 な パ タ ーソ と線量分布を計算で

きる ．6） 被曝 を避 け得 る ．な どの 利点を有 し て

お り， 子宮頚癌患者20例 に つ い て 実験 し たが，諸

家 の 報告と同 じ よ うな結果を得た ．以 下 ， 実験結

果を綜括すれ ば次 の 通 りで ある ．

　 三）腔内線源が深い 位置を とつ た場合，それ に

従 い リ ソ パ 節線量は増大 し ， 反対に腟側 の 方へ

ずれ る に 従 い
，

リ ソ パ 節線量 は 薯 し く減少する
B）．

特に 外腸骨節 の 減少が著明で ， B 点線量 の 28，8％

しか 照射されない こ ともあ り． もと もと照射線量

の 少な い 総腸骨節 は まづ ます減少し， B 点線量 の

11．1％ に し か 達 し な い こ と もある ．従 つ て ，腔内

線源 よ り腔内線源量 の 比率が大 に な るよ うに 配置

し か つ ，腔内線源は子宮底ま で 充分に挿入 する と

ともに ，腟内線源も ガ ーゼ に よ る圧抵を充分に行

な い
， 尾側へ の い ずれ を防止す る こ とが リ ン パ 節

照射上 に も重要な こ とで ある ．

　 ii）以上 の 事実は
， 外子宮 口 上 2　cm の タ ン デ ム

を 中心 と し た リ ソ パ 節の 分布状態か らも推察する

こ とが で ぎる ．すなわち， 313個 の リ ン パ 節に つ

い て 検べ たが ， 閉鎖節の一部及び鼡径上節以外 の

大部分は ，そ れ よ り頭側に 位置 し て い た （頭側へ

216個，67．1％ ， 尾側へ 97個 ，
32．9％） （図 4 ）．

図 4　外子 宮 口 上 2c皿 の タ ソ デ ム を 中 心 と し た 各

　　　リ ン パ 節 の 頭 尾 側 へ の 分布

頭

8060

・・1g：

漏

数 ・劃 ・1ノンパ 節数

図 5　 外 子 宮 口 上 2c皿 の タ ソ デ ム を 中 心 と し た 各

　 　 リ ソ パ 節 の 前 後 へ の 分 布

前

8060
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譌

数 字 1よリ冫パ節数

　iii）腟内線源 が左右何れ か に 偏位，転位或 い は

偏転位 した 場含，B 点
se）

及び骨盤内 リ ソ パ 節は 左

右不均等な照射 を うけ る ．最 も影響 を うけた の

は，内腸骨節，外腸骨節で ある．

　iv） 図 5 の 如 く， 最 も背側に ある 内腸骨節 の
一

部を除 き ，
ほ とん どの リ ン パ 節は 線源よ り高い 位
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置に あ り， 従 つ て ，腔内線源が後傾すれ ば リ ン パ

節 との 距離は 増 し，線量 は 減少す る ．

　 v ）腔内照射 1時間に つ い て の B 点及 び 各 リ ン

パ 節照射線量 は ， 1類 で総腸骨節 6 〜28r ，外腸

骨節 15〜53r，内腸骨節27〜78　r
， 閉鎖節31〜57　r

，

鼡径上節 ユ2〜37r， 2 類 で は 総腸骨節 6 〜18r ，

外腸骨節12〜27r
， 内腸骨節21〜4ユr

， 閉鎖節 24〜

40r ，鼡径上節 8 〜 24r ，　 B 点線量 は 1類で 42〜

70　r ， 2 類で 24〜56r の 範囲内 に あ つ た ．

　　　　　　　　　　結 　　語

　
6ec

・ 小線源腔内照射時 に於 け る 骨盤内 リ ン パ

節 の 照射線量 を ，
リ ソ バ 系造影を応用 して 測定を

試み た ．本法 に よ る と，造影 された全 て の リ ン パ

節に 対する
6°Co 小線源腟内照射時 の照射線量が

求め られ る ．そ して ，線源 の 配置方式 と位置異 常

に よ る リ ン パ 節線量 の 変動を も レ 線フ ィ ル ム か

ら， 直接計算に よ つ て求め る こ とが可能で あ り，

20例に つ い て 検 べ た 成績も諸家 の 報告と同 じ傾向

を示 した ．従 つ て ，骨盤内 リン パ 系造影法 と レ 線

管球移動法に よ る立体撮影は ， リ ン パ 節照射線量

の 測定に は充分応用で きる方法 で ある ．
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